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2. 背景と目的 

 現代社会の複合し絡み合う社会的課題に対して、現在の行政組織は、解決案の創出、すなわち政策対応

をうまくなし得ていないとの根強い不満が地域住民にある。行政組織に対する住民の不満の太宗は、政策

形成過程に住民が十分に参加できていない点にある。 本研究の目的は、レジレッジドガバナンスの時代

を迎え、官民が協働して参加型かつオープンな政策形成に当たるよう、オープン・ガバメントのコンセプ

トの下、政策づくりのための官民協働・協創モデルを構築することにある。 

 

3. 内容 

 筆者らは、公共政策の形成のための官民協働・協創モデルを、システム×デザイン思考の方法論を基礎に

構築した。同モデルは、ワークショップにより集合知を活用して systemicかつ systematicに地域の政策形

成を行うモデル)をさらに発展させたものである。 同モデルではまず、地方自治体の若手行政官及び NPO

関係者が参加するワークショップを開催し、地域や地方の組織が抱える課題を共有し、問題を構築し、次

にワークショップの中で、オブザベーション、アイディエーション並びにプロトタイピングをループ状に

行き来しつつ、イノベーティブな政策形成を参加型で図るモデルである。 

  

4. 結論 

 公共政策の形成のための官民協働・協創モデルは、これまで実施したいずれのワークショップにおいて

も、官民の参加者による政策形成が有効になされている。現在は、同モデルの主観的満足度、理解度並び

に創造性(流暢性、柔軟性、独自性並びに新規性)をデータ収集・分析中である。 
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 問題の所在 
 複合・絡みあう問題に対応で

きない行政組織(新藤宗幸
2002; Kettl 2008) 

 行政への不満: 政策形成に参
加できないがトップ(自治大学
校2005; 黒田隆明2009) 

 東日本大震災後、行政への不
満が加速(野村総研 2011) 

Conceptual Background: 行政のガバナンスモデルの変化 

21世紀のネットワーク化時代の政府は、 
官民協働・協創のプラットフォームに 

(Kettl 2008; Hinchicliffe 2009; O’Reilly 2010; Nishi-           
mori et al 2013; Yasui et al. forthcoming) 
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